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チベット文学史における「古代・近代・現代」の時代区分について

ケツン
（西蔵大学文学院講師・大谷大学真宗総合研究所嘱託研究員）

1 チベット文学史概観

1.1 口承文学の時代

• ニャティツェンポ（<ATo;D`oLNIoJdo）～ソンツェンガムポ（Z Dd=oLNIo<AMoJdo）
– 無文字時代

– 物語（<^+=o）、詩（M2qVo）、伝承（<FMo,!Ho）
– ニャティツェンポからティトクジェツェン（; D`oGd<o$coLNIo）まで政治は、物語（<^+=o）、なぞなぞ（9McTbo
）によりおこなわれていたと史書はいう。

1.2 書かれた文学の時代

• ソンツェンガムポ（ZDd=oLNIo<AMoJdo）
– 文字の創始

– 口承であった物語（<^+=o）、詩（M2 qVo）、伝承（<FMo,!Ho）を文字に
– ジャンルの広がり　占い（MdoOT<o）、教導（LZVLo1>o）、伝記（%d<ZoL$ dHo）
– 表現の多様化

• ティソンデツェン（;D`oZDd=o9McoLNIo, 742–796）

– 仏教経典の翻訳

• サキャ・パンディタ（Zo<\@oJ*I`oFo, 1182–1251）

– 因明・医方明・工巧・声明（Go<FHoV`<o<IZo）に対する研究
• 大翻訳者ショントン・ドジェ・ギェンツェン（Wdo?cIoXd=o<KdIo& do$ co,@WoMOIo, 12c）

–『詩鏡（<FIo=<oMcoWd=o, Kāvyādaŕsa）』（Pek.5789）の翻訳

2 チベット文学史理論

A 中央民族学院蔵族文学史編写組（編著）『蔵族文学史』四川民族出版社、1985年。

B 王沂暖・唐景福『蔵族文学史略』青海民族出版社、1988年。

C 華則（HJo)Uo）・拉加才譲（ 9Zo,@WoO UoV`=o）『蔵族文学史』（LdHo;=`o)VMoV`<o1̂=oTKcWo!=`oWdo,!ZoH=o; ?Ho?dZo）、甘粛
民族出版社、1999年（チベット語）。

D 扎布（,@oUcoL1Fo1Zdo）（主編）『蔵族文学史（LdHo;=`o)VMoV`<oWdo,!Zo<?WoLS=oM`<o<^HdIo）』上下、青海民族出版社、
2002年（チベット語）。
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E 拉巴群培（9Z<oJo?dZoTKcWo）『蔵族文学史（LdHo;=`o)VMoV`<oWdo,!ZoMbIoZcWo<^HdIoMco）』古代部分、西蔵人民出版社、
2003年（チベット語・中国語）。

3 チベット文学史の時代区分

（1）4つの区分を採用

A, B 　

① 原始社会と奴隷制社会の文学：～842

② チベット分裂時代の文学：843～1264

③ 封建農奴制社会前期の文学：1265～1644

④ 封建農奴制社会後期の文学：1645～1949

D 　

① 原始と王国時代（RYo,@WoLNIoJdT`o6 qZo<?LZo）の文学：～842

② チベット分裂時代の文学：843～1252

③ サキャ、パクモドゥ、リンプン、ツァンパ時代の文学：1253-1641

④ ガンデン・ポタン時代の文学：1642～1949

（2）3つの区分を採用

C 　

① 古代（<IToVLZo）の文学：原始～サキャ派
② 前期（NoHVo）の文学：サキャ派～5世ダライ・ラマ（,@WoHL=osoJo=<oHL=oLVdoLS=o,@oMOVo, 1617–1682）

③ 後期（0>`oHVo）の文学：5世ダライ・ラマ～ゲンドゥン・チョンペー（H<coT6 qIo?dZoTKcWo, 1903–1951）

E（1）

① 古代（<IToVLZo）の文学：原始～ランタルマ（2V=oHVoMo）
② 近代（AcoVLZo）の文学：ドムトン（TLDdMo<KdIo,@WoLT`oT1̂=o<IZo, 1004/1005–1064）～ゲンドゥン・

チョンペー］

③ 現代（Hc=oVLZo）の文学：1951～現在

4 新たな時代区分導入の動き

教材審査委員会（Z VdLo<R`o)VMo<^H`<oL9KoR`Lo9ZIo;=o）における検討

（1）ラクパ・チョンペーのこの文学史は、上冊すなわち古代の部分しか出版されていない。
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